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岩
井
清
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医
療

セ
ン
タ
ー
は
、
民
設
民
営
と
い

う
形
で
後
継
法
人
も
決
定
し
、

平
成
24
年
４
月
の
新
病
院
開
業

ま
で
約
半
年
と
な
っ
た
。
病
床

数
は
開
業
時
か
ら
２
年
か
け
て

段
階
的
に
増
や
す
と
の
こ
と
だ

が
、
早
期
に
フ
ル
稼
働
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
災
害
時
の
機
能

確
保
策
に
つ
い
て
問
う
。

全
面
開
業 

早
期
化
の
可
能
性
は

計
画
の
前
倒
し
に
向
け
協
議
し
た
い

東京ベイ・浦安市川医療センター

答
　

新
病
院
の
工
事
は
ほ
ぼ
予

定
通
り
進
ん
で
い
る
。
医
師
の

採
用
は
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ
い
て

お
り
、
看
護
師
他
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

フ
ル
稼
働
の
前
倒
し
に
つ
い
て

は
関
係
者
と
協
議
し
た
い
。
災

害
に
対
し
て
は
、
免
震
構
造
、

自
家
発
電
装
置
、
近
接
地
の
職

員
宿
舎
建
設
な
ど
徹
底
し
た
対

策
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

私
は
議
会
で
度
々
、
年
１
回

の
抽
選
に
何
度
も
は
ず
れ
、
故

人
を
埋
葬
で
き
ず
に
い
る
多
く

の
市
民
の
た
め
に
と
、
新
規
墓

地
造
成
や
抽
選
方
法
、
当
選
確

率
、
墓
地
返
還
に
対
す
る
補
助

金
の
改
善
を
要
望
し
て
き
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
多
く
の
待

機
者
が
い
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
。
新
規
墓
地
の
整
備
計
画
に

新
規
墓
地
整
備
計
画 

市
の
考
え
は

平
成
26  
年
度
募
集
目
途
に
造
成
進
め
る

市川市霊園

つ
い
て
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
　

新
規
墓
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
の
募
集
を
目
途
に
、

23
年
度
か
ら
測
量
、
地
質
調
査

に
着
手
し
、
24
年
度
に
設
計
、

25
年
度
か
ら
造
成
工
事
を
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。
市
民
の
要

望
の
多
い
２
・
５
㎡
を
１
０
０

０
基
造
成
す
る
計
画
だ
が
、
24

年
度
の
設
計
委
託
で
基
数
は
ほ

ぼ
確
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

大
場
　

諭
議
員
（
公
明
党
）

　

大
町
の
駒
形
バ
ス
停
前
交
差

点
は
、
車
か
ら
の
見
通
し
が
悪

く
、
毎
年
の
よ
う
に
出
合
い
頭

で
の
大
き
な
事
故
が
発
生
し
、

大
変
危
険
で
あ
る
。
現
在
、
市

民
の
協
力
等
も
あ
り
、
交
差
点

の
改
良
や
拡
幅
工
事
も
進
ん
で

い
る
が
、
安
全
対
策
上
、
信
号

機
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

答
　

国
道
４
６
４
号
線
の
拡
幅

信
号
機
を
設
置
で
き
な
い
か

駒形バス停前交差点の安全対策

整
備
を
進
め
て
い
る
千
葉
県
と

交
差
点
改
良
の
調
整
を
進
め
て

い
る
が
、
改
良
に
必
要
な
用
地

の
取
得
時
期
が
不
確
定
で
あ
る

た
め
、
暫
定
整
備
で
の
信
号
機

の
設
置
を
、
市
川
警
察
署
に
打

診
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

整
備
計
画
通
り
に
交
差
点
改
良

が
整
い
、
信
号
機
が
設
置
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
用
地
交

渉
を
進
め
て
い
き
た
い
。

越
川
雅
史
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
の
施
策
に
は
様
々
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
選
定
や
利
用
方
法
を

見
直
す
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
情
報
発
信
、
広
報
活
動
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、

市
川
の
梨
や
海
苔
を
Ｐ
Ｒ
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し
て
作

品
を
市
内
施
設
に
展
示
し
た
り
、

人
気
投
票
等
を
行
え
ば
盛
り
上

更
な
る
活
用
で
効
果
的
な
情
報
発
信
を

反
響
呼
ぶ
工
夫
を
新
た
な
発
想
で
研
究

市のマスコットキャラクター

が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　

市
の
施
策
の
周
知
・
啓
発

に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
る
こ

と
は
、
世
代
を
超
え
て
情
報
が

伝
わ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
と
考
え
る
。
多
く
の
市
民

に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
に
は
、

市
民
の
反
響
を
呼
び
起
こ
す
工

夫
も
大
切
で
あ
り
、
今
後
、
新

た
な
発
想
と
視
点
で
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
活
用
を
研
究
し
て
い
く
。

竹
内
清
海
議
員
（
緑
風
会
）

　

農
家
の
高
齢
化
や
核
家
族
化

等
に
よ
り
農
業
の
担
い
手
が
不

足
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
続

け
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
が
増

え
る
と
、
農
産
物
の
生
産
だ
け

で
は
な
く
、
景
観
の
保
全
や
災

害
時
の
避
難
場
所
な
ど
の
機
能

を
持
つ
農
地
が
確
保
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
農
業
を
継
続

さ
せ
る
た
め
、
市
と
し
て
ど
う

農
業
継
続
を
ど
う
支
援
す
る

後
継
者
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

農 業 振 興

支
援
し
て
い
く
の
か
。

答
　

市
で
は
、
農
業
に
関
心
の

あ
る
市
民
を
募
集
し
、
必
要
な

栽
培
技
術
な
ど
を
指
導
し
て
、

農
作
業
の
支
援
が
で
き
る
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
独
身

農
業
者
の
婚
活
も
支
援
す
る
な

ど
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
し
た

農
家
の
後
継
者
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

暫
定
整
備
で
の
設
置
を
警
察
署
に
打
診

宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

公
的
不
動
産
の
利
活
用
に
は
、

固
定
費
と
変
動
費
、
減
価
償
却

や
人
件
費
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
長
期
的
、
全
体
的
な

計
画
や
方
針
の
策
定
と
コ
ス
ト

情
報
の
公
開
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
計
画
や
方
針
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

公
的
不
動
産
に
つ
い
て
は
、

長
期
的
・
全
体
的
な
計
画
が
必
要

基
本
方
針
を
策
定
し
て
運
用
す
る

公的不動産の利活用

短
期
、
中
期
、
長
期
で
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
に
応
じ
た
全
体
的
な

利
活
用
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、

各
部
署
に
対
し
て
方
針
に
沿
っ

た
運
用
を
徹
底
さ
せ
、
そ
し
て
、

各
施
設
の
更
な
る
有
効
活
用
や

資
産
価
値
の
拡
充
を
図
る
た
め

の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
効

率
的
な
資
産
管
理
）
へ
と
展
開

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

金
子
　

正
議
員
（
み
ら
い
）

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

本
市
は
、
学
校
給
食
の
委
託
化
、

保
育
園
の
指
定
管
理
者
へ
の
移

行
等
を
進
め
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
も
導
入
し

活
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成

果
を
ど
う
検
証
し
て
い
る
の
か
。

答
　

財
政
効
果
の
視
点
か
ら
、

直
営
と
の
経
費
を
比
較
す
る
と
、

委
託
化
し
た
学
校
給
食
調
理
業

務
で
は
、
11
年
間
で
約
29
億
２

千
万
円
を
、
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
し
た
保
育
園
で
は
、
６

年
間
で
約
４
億
６
千
万
円
を
削

減
し
た
と
試
算
し
て
い
る
。
ま

た
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
っ
て
、
公
民
館
や
ス
ポ

ー
ツ
施
設
等
の
予
約
手
続
き
の

約
60
％
が
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
と

な
り
、
内
部
事
務
の
効
率
化
等

が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

行財政改革
委託化・指定管理等の成果 どう検証

直営との経費を比較 財政効果を試算

行 政

行 政

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委

員
会
を
平
成
23
年
８
月
10
日
に

開
催
し
、
国
な
ど
の
担
当
者
を

招
い
て
、
外
環
道
路
に
関
す
る

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
７
月
末
現
在
の
用

地
取
得
率
（
市
川
市
内
約
98
％
）

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
各

委
員
か
ら
、
今
後
の
用
地
取
得

対
応
を
始
め
、
関
連
都
市
計
画

道
路
の
整
備
見
通
し
、
先
行
整

備
区
間
の
供
用
に
伴
う
通
学
路

の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
任

意
取
得
に
向
け
た
交
渉
と
並
行

し
て
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
、
関
連
す

る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
等
と
十
分
に
協
議
・

調
整
を
図
っ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
市
川
市
、
松
戸

市
、
及
び
県
公
安
委
員
会
と
調

整
し
、
現
地
確
認
の
上
、
必
要

な
安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
く

等
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

会
審
議
に
引
き
続
き
、
先
行
整

備
地
区
の
騒
音
・
振
動
対
策
や

地
域
分
断
対
策
に
つ
い
て
、
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会

国
な
ど
か
ら
の
説
明
に
対
し
各
委
員
が
質
疑

塩浜２丁目護岸を視察する委員

特 別 委 員 会

　

行
徳
臨
海
部
特
別
委
員
会
は

平
成
23
年
８
月
９
日
、
地
域
の

現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
本
行

徳
・
下
妙
典
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
地
区
や

塩
浜
１
・
２
丁
目
の
護
岸
、
市

川
漁
港
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
塩
浜

地
区
内
外
の
塩
浜
４
丁
目
地
先

の
市
道
の
被
害
状
況
も
確
認
し
、

市
の
担
当
者
か
ら
被
害
の
状
況

や
復
旧
方
法
、
今
後
の
事
業
計

画
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 行

徳

臨

海

部

特

別

委

員

会

塩
浜
２
丁
目
護
岸
な
ど
を
現
地
視
察


